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熊本市農業委員会総会議事録 

 

日時 令和 7 年 4月 8日（火）午後 3 時００分  

場所 熊本市中央区手取本町１番１号 熊本市役所議会棟２階予算決算委員会室 

 

農業委員２４名 

 1 番 西冨 大二郎    2番 深水 進       3 番 西村 清敏 

4番 牧坂 邦夫        5 番 福𠩤 幸一          6 番 葭村 誠一 

7番 網田 稔       8 番 徳永 芳也       9番 東 哲治 

10番 田中 敏郎    11 番 田中 友博       12番 森山 哲也 

13番 林田 智博    14 番 谷口 憲治      15 番 坂本 修 

16番 内田 勤矢    17 番 宮本 淳一      18 番 松田 則康 

19番  上村 悦美     20 番  福嶋 德行      21番  上島 惠二 

22番  木下 三智也   23 番 牧野 正治         24番 上田 隆幸 

 

 

午後３時００分 開会 

 

事務局   それでは、定刻になりましたので、ただいまから熊本市農業委員会総

会を開会いたします。 

       本日の農業委員会総会への出席は、農業委員総数２４名、全員出席

で、農業委員会等に関する法律第２７条第３項に規定する定足数に達

しており、総会が成立しておりますことを報告します。 

      それでは、会長、ご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長    皆さん、こんにちは。 

        本日は、ご多用の中、農業委員会総会にご出席をいただき、誠にあ

りがとうございます。さて、本日の総会は、新年度になりまして第一

回目の総会でございます。先程、ご紹介がありましたが、新しく事務

局職員になられた皆様には、農業委員会での今後の活躍をご期待申し

上げます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

        それでは、本日の総会は、農地法に基づく許可申請や、農地利用集

積計画などが主な議案となっております。総会の審議がスムーズに進

行できますよう、皆様のご協力をお願い申し上げ、ご挨拶といたしま

す。 

 

事務局    ありがとうございました。 
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総会は、熊本市農業委員会総会会議規則第４条に基づき、会長が議

長になり、議事の進行を行うこととなっております。 

それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    それでは、議事に入りますが、議事に入るに当たり、総会次第３の

議事録署名者及び総会書記を指名いたします。本日の議事録署名者に

は３番の西村清敏委員と４番の牧坂邦夫委員を、書記に事務局の平井 

伸之主査を指名いたします。よろしくお願いします。 

        本日の議事は、第１号議案農地法第３条の規定に基づく許可申請か

ら、第 11 号議案令和７年度最適化活動の目標設定等についてまでの

11 件でございます。 

初めに、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請５１件 

でございます。地元委員のご報告に当たりましては、農地法第３条第２

項の判断基準により、地区委員会での協議状況のご報告をお願いいたし

ます。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

１番 西冨大二郎委員 

        １番委員、西冨です。 

        １番から６番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いた

します。 

        １番は、主に合志市で水稲、トウモロコシ、麦、タマネギなどを作

付される農地所有適格法人が、経営拡張のための所有権移転の申請で

す。同地域に居住する従業員が主に申請地を耕作する予定で、ユズの

作付けをされるとのことです。 

        ２番は、親族間の売買で所有権移転の申請です。譲受人は認定農業

者で、現在も利用権を設定し耕作をしており、許可後も引き続き米、

麦、大豆を作付されるとのことです。 

        ３番は、経営拡張するための賃借権設定の申請です。買受人は菊陽

町で養豚業を営む法人代表で、妻と共に申請地にブドウを作付する計

画です。申請人は、菊陽町や合志市に父親や法人と経営する農地があ

り、米の作付けをしており、また養豚業に従事して８年とのことです。

先日の地区委員会に出席いただき営農計画について聞き取りを行い、

２，０００本の苗木を６０本定植し、２年目から収穫ができるように

計画しているとのことです。作物の知識は、親戚が植木町でスイカと

ブドウを作付けしており、技術指導を受けるとのことで問題はないも

のと判断いたしました。 
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        ４番は、第４号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申請３番と

関連で、営農型太陽光発電設備の設置期間満了に伴う区分地上権設定

のための更新３回目の申請です。太陽光発電設備設置者と営農者が異

なり、設置者は空中部分を利用することから、３条の許可を必要とさ

れるものです。下部農地ではミョウガを作付けされており、営農も良

好であるとして、設定期間は３年といたしました。 

        ５番は、新規就農のための所有権移転の申請です。譲受人は、土木

業を営む個人で、申請地にはニンニクを作付する計画です。農地では

父は御船町で葉タバコ、米、麦、野菜を栽培する農家でしたが、昨年病

気を患い、今後は申請人が土木業を行いながら農業経営も継承してい

きたいとのことです。また、収穫したニンニクは親族が経営する飲食

店に卸していく計画とのことです。 

        以上、先日の地区委員会に出席していただき、営農計画について聞

き取りを行い、問題はないものと判断いたしました。 

        ６番は、第４号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申請３１番

と関連で、営農型太陽光発電設備の設置期間満了に伴う区分地上権設

定のための更新２回目の申請です。太陽光発電設備設置者と営農者が

異なり、設置者は空中部分を利用することから、３条の許可を必要と

されるものです。 

        申請地の区分農地ではブルーベリーが作付けされておりますが、そ

の反収は地域の平均的な反収にして８割を達成することができており

ませんが、昨年７月と本年１月に現地を調査し、農業委員会の指導を

受け、改善計画を提出され、知見を有する者からの意見を鑑み、令和

６年３月２８日付け農林水産省営農局農地政策課長通知並びに営農型

太陽光発電設備の設置についての農地法第３条第１項の許可の取扱い

に基づき、設定期間は２年といたしました。 

        以上６件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番から６番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、７番。 
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１０番 森山哲也委員 

        １０番委員、森山です。 

        ７番から１３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ７番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は、キャベ

ツ、ジャガイモを栽培される農家で、申請地にはジャガイモを作付さ

れる計画です。なお、取得予定地の近隣に、家庭菜園を行っている畑

と、息子夫婦との二世帯住宅を所有し、週の半分は当該地域で生活さ

れ、農業に従事しておられることを聞き取りで確認しております。 

        ８番は、新規就農による所有権移転の申請です。譲受人は、兼業農

家で、申請地にはタマネギを作付される計画です。なお、申請地は昨

年８月の総会で許可を受けておりましたが、申請面積に相違があった

ため、許可書を返納されております。今回、分筆、測量を行い、正しい

面積が確定しましたので、再申請となったものです。 

        営農計画などは昨年の地区委員会で本人から聞き取りを行い、今回

の申請も変わりがないことを確認しております。 

        ９番と１０番は関連で、経営拡張のための賃借権設定の申請です。

譲受人は、水稲、露地野菜を栽培されている農家で、申請地には水稲、

ブロッコリーを作付される計画です。 

        １１番と１２番は関連で、交換のための所有権移転の申請です。申

請地はそれぞれが所有する農地に隣接する農地であることから、耕作

の便宜上の交換されるものです。１１番の譲受人は、水稲を栽培され

ている農家で、申請地には水稲を作付される計画です。１２番の譲受

人は、水稲を栽培されている兼業農家で、申請地には水稲を作付され

る計画です。 

        １３番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

栽培されている兼業農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        以上７件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま７番から１３番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 
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議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、１４番。 

 

９番 東哲治委員 

        ９番委員、東です。 

        １４番から１５番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        １４番は、子へ贈与による所有権移転の申請です。譲受人は、果樹

を栽培されている農家で、申請地にはミカンを栽培される計画です。 

        １５番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は下益

城郡美里町で果樹を栽培されている兼業農家で、申請地には柿及び栗

を栽培される計画です。譲受人に、先日の地区委員会に出席いただき、

営農計画等の聞き取りを行った結果、今回の申請について何ら問題な

いものと判断いたしました。 

        以上２件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１４番、１５番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、１６番。 

 

１１番 田中友博委員 

        １１番委員、田中です。 

        １６番から２３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        １６番は、子への贈与のための所有権移転の申請です。譲受人は水

稲、キャベツを栽培されている農家で、申請地には水稲、キャベツを

作付される計画です。 

        １７番は、自家消費のための所有権移転の申請です。譲受人が代表

を務める法人の花壇用として、申請地には花卉を作付される計画です。 

        １８番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は、水

稲、花卉を栽培されている農家で、申請地には水稲、花卉を作付され
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る計画です。 

        １９番は、農地所有適格法人を設立し、所有権移転の申請です。法

人代表者には先日の地区委員会に出席いただき、営農計画等について

聴き取り調査を行い、農地所有適格法人としての要件につきましても

添付資料により、農地法に規定する各要件に適合しており、問題はな

いものと判断しております。許可後は水稲、ジャガイモ、キャベツを

作付される予定で、法人の新規参入についても何ら問題ないものと判

断いたしました。 

        ２０番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は、水

稲、露地野菜を栽培されている農家で、申請地には水稲を作付される

計画です。 

        ２１番と２２番は関連で、交換のための所有権移転の申請です。申

請地はそれぞれが所有する農地に隣接する農地であることから、耕作

の便宜上交換されるものです。２１番の譲受人は水稲、ナスを栽培さ

れている農家で、申請地には水稲、ナスを作付される計画です。２２

番の譲受人は水稲、ナスを栽培されている農家で、申請地には水稲、

ナスを作付される計画です。 

        ２３番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は、水

稲、キャベツ、ブロッコリーを栽培されている農家で、申請地には水

稲、キャベツ、ブロッコリーを作付される計画です。 

        以上８件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１６番から２３番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２４番。 

 

１３番 林田智博委員 

        １３番委員、林田です。 

        ２４番から２６番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ２４番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は、水
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稲、露地野菜、メロンを栽培されている兼業農家で、申請地には許可

後、水稲、露地野菜、メロンを作付される計画です。 

        ２５番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は、水

稲を栽培されている農家で、申請地には、許可後、水稲を作付される

計画です。 

        ２６番は、贈与のための所有権移転の申請です。譲受人は農地所有

適格法人で水稲を栽培されています。申請地には許可後、水稲を作付

される計画です。 

        以上３件、先日の地区委員会において、検討した結果、農地法第３

条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの

協議結果です。ご審議方よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２４番から２６番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２７番。 

 

２４番 上田隆幸委員 

        ２４番委員、上田です。 

        ２７番及び２８番につきまして、先日の地区委員会での協議状況を

報告いたします。 

        ２７番は、経営拡張による所有権移転です。譲受人は水稲、麦を作

付しており、許可後、申請地を水稲の苗床として使用する計画です。

しかしながら、申請地は石混じりの土でかさ上げされ、耕作できる状

況ではないため、申請人に耕作できる状況にするよう指導し、継続審

議とすることとしました。 

        ２８番は、後の２号議案、事業計画変更承認申請１番及び３号議案、

農地法第４条の規定に基づく許可申請３番と関連です。営農型太陽光

発電設備の設置に伴い、農地所有適格法人が下部農地に使用貸借権を

設定するものです。 

        令和６年１０月２１日に農地法第３条の規定により許可をした案件

ですが、下部農地の作物変更に伴い申請されたものです。契約期間は

３年間となっております。下部農地にてミョウガの栽培を行っていま

したが、安定期に基準収量の８割を満たすことができない状況でした。



 

－9－ 

昨年１０月に現地にて営農指導を行い、その後１１月に事務局へ作物

を変更したい旨の相談がありました。先日の地区委員会にて発電設備

の設置者と下部農地の耕作者へ聞き取りを行い、サカキへ変更するこ

とを確認しました。 

        以上２７番を除く１件、先日の地区委員会において検討した結果、

農地法第３条第２項の各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥

当であるとの協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいた

します。 

 

議  長    ただいま２７番と２８番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、２７番は継続審議、２８番は申請どおり許

可することと決定いたします。 

        次は、２９番。 

 

１７番 宮本淳一委員 

        １７番委員、宮本です。 

        ２９番から３５番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ２９番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ダイコン、キャベツを作付されており、許可後は水稲を作付される計

画です。 

        ３０番から３２番は、後の３３番から３５番及び２号議案、事業計

画変更承認申請２番から４番、４号議案、農地法第５条の規定に基づ

く許可申請４２番から４４番と関連です。営農型太陽光発電設備の設

置に伴い、農地所有適格法人が下部農地に使用貸借権を設定する申請

です。令和６年７月８日に農地法第３条の規定により許可をした案件

ですが、下部農地の作物変更に伴い申請されたものです。 

        下部農地にてミョウガの栽培を行っていましたが、安定的に基準収

量の８割を満たすことができない状況でした。１１月に事務局へ作物

を変更したい旨の相談があり、先日の地区委員会で下部農地の耕作者

へ聞き取りを行い、一部をサカキへ変更するとのことを確認しました。 

        契約期間については３年間の申請ですが、引き続きミョウガの栽培

状況とサカキの導入状況の確認をしていく必要があるものとの協議に
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至り、太陽光発電設備の支柱部分の一部転用に合わせて期間を１年間

とします。 

        ３３番から３５番は関連で、営農型太陽光発電設備の設置に伴う区

分地上権設定の申請です。説明は３０番から３２番のとおりでござい

ます。太陽光発電設備設置者と営農者が異なるときに、設置者は空中

部分を利用することから、今回の申請に至りました。令和６年３月２

８日付け農林水産省経営局農地政策課長通知、営農型太陽光発電設備

の設置についての農地法第３条第１項の許可の取扱いについてに基づ

き、期間は１年間といたします。 

        以上７件、先日の地区委員会において検討した結果、農地法第３条

第２項の各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの

協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２９番から３５番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することと決定いたします。 

        次は、３６番。 

 

２１番 上島惠二委員 

        ２１番委員、上島です。 

        ３６番から３８番について、地区委員会の協議状況をご報告いたし

ます。 

        ３６番は、経営拡張のための賃借権を移転する申請です。借受人は、

ナスを栽培する専業農家で許可後はミニトマトを作付する計画です。 

        ３７番と３８番は関連で、新規就農のため使用貸借権を設定する申

請です。借受人は地区委員会へ出席いただき、営農計画等について聞

き取り調査を行っております。借受人は農業を始めるに当たり、今年

の３月まで農業大学校で研修を行っております 

許可後は、スイカ、ミニトマトを作付する計画で、出荷先はＪＡ、地

元市場等を予定されております。地区委員会においては、新規就農につ

いて何ら問題ないものと判断いたしております。 

以上３件、先日の地区委員会において検討した結果、農地法第３条第

２項各号の不許可要件に該当しておらず、何ら問題ないとの協議結果で

ございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 
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議  長    ただいま３６番から３８番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することと決定いたします。 

        次は、３９番。 

 

２３番 牧野正治委員 

        ２３番委員、牧野です。 

        ３９番から５１番について、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ３９番は、自家消費のため所有権移転する申請であります。譲渡人、

譲受人は叔父と甥の関係にあり、無償で譲り渡されるものであります。

譲受人は、菊陽町に居住する会社員ですが、実家が今回の申請地の隣

に位置しております。実家に居住する両親と共にレモン等の果樹及び

露地野菜を作付する計画でございます。 

        ４０番から４２番は関連で、新規就農のために新規設立された法人

が賃借権を設定する申請であります。借受人である法人の代表は農業・

園芸資材等の販売会社の勤務をやり、農業の手伝い等の経験を持って

いますが、自ら農業を経営するにあたり、本年１月に法人を立ち上げ、

開業準備を進めているところであります。許可後は、サツマイモ苗、

タマネギ苗を作付する計画であります。 

        ４３番は、第三者へ贈与するため所有権を移転する申請です。譲受

人は、水稲、栗を栽培する兼業農家で、許可後は栗を作付する計画で

あります。 

        ４４番は、経営拡張のため所有権を移転する申請であります。譲受

人は、水稲、柿を栽培する兼業農家で、許可後はカボチャを作付する

計画であります。 

        ４５番は、兄へ贈与するため所有権を移転する申請です。譲受人は、

水稲、露地野菜、栗、柿を栽培する専業農家で、許可後は柿を作付する

計画であります。 

        ４６番と４７番は関連で、耕作の便宜上交換のための所有権を移転

する申請であります。４６番の譲受人は、施設スイカ、露地野菜を栽

培する専業農家で、許可後は露地野菜を作付する計画であります。 

４７番の譲受人は、梅、露地野菜を栽培する専業農家で、許可後はカ



 

－12－ 

ボチャを作付する計画であります。 

        ４８番は、孫へ贈与のため所有権を移転する申請であります。譲受

人は、主にミカンを栽培する農家で、許可後は栗を作付する計画であ

ります。 

        ４９番は、子へ贈与のため所有権を移転する申請です。譲受人は、

水稲、スイカ、ミニトマトを栽培する専業農家で、許可後は水稲、スイ

カ、ミニトマトを作付する計画であります。 

        ５０番は、第三者へ贈与のため所有権を移転する申請であります。

譲受人は、水稲、露地野菜を栽培する兼業農家で、許可後は露地野菜

を作付する計画であります。 

        ５１番は、経営拡張のための所有権を移転する申請です。譲受人は、

水稲、露地野菜を栽培する兼業農家で、許可後は水稲を作付する計画

であります。 

        以上１３件、先日の地区委員会において検討した結果、農地法第３

条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当なものと協

議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま３９番から５１番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、第２号議案、事業計画変更承認申請４件でございます。

地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準に照らし、協議状

況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

２４番 上田隆幸委員 

        ２４番委員、上田です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １番は、１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請２８番及

び３号議案、農地法第４条の規定に基づく許可申請３番と関連です。

令和６年１０月２１日に農地法第４条及び３条の規定により許可をし

た案件ですが、下部農地の作物変更に伴い、事業計画変更承認申請が

ありました。下部農地の栽培作物をミョウガからサカキへ変更するも

のです。 
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        以上１件、先日の地区委員会において検討した結果、営農型太陽光

発電設備の下部農地での継続的な営農のためにやむを得ないものであ

り、申請は妥当であるとの協議結果でございます。ご審議方、よろし

くお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり承認することに決定いたします。 

        次は、２番。 

 

１７番 宮本淳一委員 

        １７番委員、宮本です。 

        ２番から４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ２番から４番は、１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請

３０番から３５番及び４号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申

請４２番から４４番と関連です。令和６年７月２２日に農地法第５条

及び３条の規定により許可をした案件ですが、下部農地の作物変更に

伴い、事業計画変更承認申請がありました。下部農地の一部をミョウ

ガからサカキへ変更するものです。 

        以上３件、先日の地区委員会において検討した結果、営農型太陽光

発電設備の下部農地での継続的な営農のためにやむを得ないものであ

り、申請は妥当であるとの協議結果でございます。ご審議方、よろし

くお願いします。 

 

議  長    ただいま２番から４番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり承認することに決定いたします。 

        続きまして、第３号議案、農地法第４条の規定に基づく許可申請４

件でございます。 

        地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準に照らし、地区
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委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

１番 西冨大二郎委員 

        １番委員、西冨です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        １番は、農業を営む個人が農家住宅へ転用する許可申請です。農地

法には市街化の傾向が著しい区域にある農地で、水管、下水管の２種

が埋設されている道路延長沿道の区域であって、申請地からおおむね

５００ｍ以内に、１つの医療施設のほか高齢者施設がある第３種農地

と判断されます。 

        土地利用計画は、申請地に専用住宅平屋建て１棟を建設する計画で、

転用面積としては適切なものと判断されます。この住宅のため開発許

可は不要です。 

        盛土規制法の宅地造成等工事規制区域ですが、盛土高は８０ｃｍ、

土地の面積が５００㎡以下で規制対象外であることを確認いたしてお

ります。資力、信用など転用行為の確実性が認められ、また周辺農地

の営農状況に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

        以上１件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面共に転用許可基準を満たしているとの協議

結果でございました。ご審議方よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、２番。 

 

２４番 上田隆幸委員 

        ２４番委員、上田です。 

        ２番及び３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ２番は、墓地への転用許可申請です。農地区分は、農業公共投資の

対象となっていない１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、
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第２種農地と判断されます。申請地には既に申請者宅の墓１５基があ

り、墓石への記録から戦前より墓地として利用されていることを確認

しました。相続登記の際に地目が農地であることが判明し、本申請に

至ったとのことです。申請人から地目変更の手続を怠っていたことを

反省する旨の始末書が提出されております。申請地は現状のまま利用

し、隣接農地への被害防除は問題ありません。 

        ３番は、１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請２８番及

び２号議案、事業計画変更承認申請１番と関連です。営農型太陽光発

電設備の一時転用許可の申請です。作物変更に伴う３条申請に合わせ

ての申請で、申請期間は３年間となっています。農地区分は、１０ｈ

ａ以上の広がりのある一団の農地で、第１種農地と判断されます。第

１種農地は原則不許可ですが、仮設工作物の設置等の一時転用に該当

するため、不許可の例外規定に該当するものと判断しました。 

        土地利用計画は、太陽光パネル２７６枚、パネルの高さ２．２ｍか

ら３．６９ｍ、遮光率７１．３％、発電能力４８ｋｗで、支柱部分等に

当たる転用面積は０．３２５㎡です。営農者は別途農地法第３条によ

り土地所有者と契約した法人で、太陽光発電設備の下部面積６２５．

７６㎡においては、サカキを作付する計画です。 

        営農計画書と反収の見込み、営農への影響の見込み及びその根拠と

なる関連データ、九州電力との接続に関する証明書、また知見を有す

る者の意見書も添付されております。 

        排水計画も問題はなく、支柱を含めた営農型太陽光発電設備を撤去

するのに必要な資力を証する資金証明書に加え、事業終了等による設

備撤去の費用負担の確約書が提出されています。 

        以上２件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面共に転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２番と３番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、３番は営農型太陽光発電設備への一部転用ですので、申請ど

おり許可相当として農業会議へ意見を聴取することといたします。 

        次は、４番。 
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２１番 上島惠二委員 

        ２１番委員、上島です。 

        ４番について、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        ４番は、営農型太陽光発電設備の一時転用期間満了に伴う仮申請で、

今回が４回目の更新になります。許可後の一時転用期間につきまして

は、前回と同じく３年間です。太陽光発電設備の設置状況及び支柱部

分などの転用面積３１２．２９㎡について、当初から変更はありませ

ん。下部の農地につきまして、引き続き「サカキ」などを栽培されてお

り、添付書類として「営農計画書」、「営農への影響の見込み」、「地域の

平均的な単収に関する資料」、「撤去についての誓約書」及び「栽培実

績書と収支報告書を毎年提出することを誓約する旨を記載した書面」

が添付されています。 

        これら添付書類から、下部農地での反収は、地域の同じ農作物の平

均的な反収と比較しておおむね２割以上減収していないこと、また現

地調査により「サカキ」の品質に著しい劣化がないことが確認できた

ことから、下部の農地における影響は終始受けずに行われているもの

と判断いたしました。 

        以上、さきの地区委員会におきまして現地調査を行い検討した結果、

営農型太陽光発電設備の更新許可の要件を満たしているものと判断し、

申請は妥当であるとの協議結果でございました。ご審議方、よろしく

お願いいたします。 

 

議  長    ただいま４番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、４番は営農型太陽光発電設備の一部転用ですので、申請どお

り許可相当として農業会議へ意見を聴取することといたします。 

        続きまして、第４号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申請４

７件でございます。 

        地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準に照らし、地区

委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番、お願いします。 
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１番 西冨大二郎委員 

        １番委員、西冨です。 

        １番から３１番までにつきまして、地区委員会での協議状況をご報

告いたします。 

        １番は、農業を営む個人が所有権を取得して公衆用道路へ転用する

許可申請です。農地区分は市街地化の傾向が著しい区域にある農地で、

水管、下水管の２種が埋設されている道路沿道の区域であって、申請

地からおおむね５００ｍ以内に２つの医療施設がある第３種農地と判

断されます。 

        土地利用計画は、申請者が所有する農地への公衆用道路とする計画

で、転用面積として妥当なものと判断しております。資力、信用など

転用行為の確実性が認められ、また周辺農地の営農状況に支障を生じ

るおそれはないものと判断されます。 

        ２番は、個人が所有権を取得して既存宅地の拡張を目的とする転用

許可申請です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない１０

ｈａ未満の小集団の生産性の低い第２種農地と判断されます。土地利

用計画は、申請人の家族がピアノ講師で来客用の駐車場として使用す

るもので、転用面積も妥当なものと判断されます。開発許可が必要と

なりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発行為事前審査会回答

済みとのことです。 

        工事期間は許可後から令和８年３月３１日までの予定で、許可後は

速やかに工事に着手されることを確認いたしております。資力、信用

など転用行為の確実性が認められ、また周辺農地の営農状況に支障を

生じるおそれはないものと判断されます。 

        ３番は、ＩＴ事業、太陽光発電事業等を営む法人が賃借権設定によ

る営農型太陽光発電設備のための期間満了に伴う一時転用更新３回目

の許可申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の一団の広がりのある第

１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、仮設工作

物の設置等の一時転用に該当するものとして、不許可の例外の規定に

該当すると判断いたしました。 

        土地利用計画は、引き続き下部の農地で営農を継続し、上部にて太

陽光発電設備を設置し、発電事業を継続する計画です。設備の内容は、

高さ２．０ｍから２．８４ｍの支柱を立て、太陽光パネル１，２９６

枚、遮光率は８１．３５％で、パネルの直下面積は１，８８０㎡、支柱

部分の転用面積は６８．３２㎡です。太陽光パネルの下部においては

ミョウガを生産されています。営農の状況については、直近の農産物

の状況報告で、地域の平均反収と比較して８割以上の収量がある報告
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書の提出と営農計画の見込書や知見を有する者の意見書などにより、

今後も営農の適切な継続が見込まれると判断できます。 

        また、支柱を含め営農型太陽光発電設備を撤去するのに必要な資力

を証する資金証明書に加え、事業終了時に転用実行者の責任と費用に

よって当該設備を解体撤去する旨の確約書が出されております。周辺

農地の営農状況に支障を生ずるおそれはないものと判断されます。 

        以上のことから、一時転用期間の３年間の更新は適当であると判断

しました。 

        ４番から２４番までは関連で、一般土木建築工事業等を営む法人が、

所有権を取得して産業用地へ転用する申請です。申請者は、熊本市が

実施した産業用地整理事業に関わる公募で選定され、熊本市と産業用

地整備に係る連携協定を令和５年９月２６日に締結しており、本市経

済観光局、都市建設局、農水局等の関係部局との協議を重ねながら、

産業用地の整備計画を進めてこられております。 

        農地区分は、１０ｈａ以上の一団の農地の区域にある第１種農地と

判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、この申請書に地域未

来投資促進法に基づく地域経済牽引事業計画に係る熊本県知事の承認  

が添付されており、第１種農地の不許可の例外規定の地域未来投資促

進法に規定する承認地域経済牽引事業計画に基づき、同法に規定する

土地利用調整区域内において、同法に規定する施設を整備するために

行われるものに該当すると判断いたしました。 

        土地利用計画は、他地目を含む総事業面積７万７，４０３㎡、総転

用面積６万７，７９５㎡に半導体産業関連の工場用地や流通業務施設

用地として４区画を造成し、緑地帯、調整池、後退道路等を整備する

計画で、転用面積としては妥当なものと判断されます。 

        なお、申請に係る事業は土地の造成のみを目的とするものについて

は許可することができないことになっていますが、先ほど申しました

不許可の例外規定の、地域未来投資促進法の規定による承認を受けて

実施される事業の場合は、土地の造成のみを目的とするものであって

も、特例的に許可することができることになっております。 

        開発許可が必要となりますが、都市計画法に基づく地区計画による

開発で、これまでに熊本県及び熊本県警との事前協議並びに都市計画

審議会による審議が令和７年３月２８日に終了しており、今後は熊本

県や熊本県警等との関係機関との本協議を経て、地区計画の都市計画

決定告示が令和７年４月下旬に行われる見込みであることを、都市政

策課に確認しております。 

        開発行為につきましては事前審査回答済みで、都市計画法第３２条
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に基づく公共施設の管理者との協議は実施済みです。なお、地区計画

の都市計画決定告示後は、速やかに開発許可の本申請がなされ、許可

見込みがあることを開発指導課に確認しております。 

        工事期間は令和７年６月１日から令和９年３月３１日までの予定で、

許可後は速やかに着手されることを確認いたしております。資力、信

用など転用行為の確実性が認められ、また周辺農地の営農状況に支障

を生じるおそれはないものと判断されます。 

        しかしながら、転用区域の一部は以前から駐車場として使用されて

おり、土地所有者により農地転用の許可を受けずに使用していたこと

を深く反省するとともに、今後はこのようなことのないよう万全の注

意を払っていく旨の始末書が添付されております。今後の手続は、許

可相当の判断後は、総転用面積が４ｈａを超えますので、県知事が許

可することになりますので、農業会議へ意見を聴取の上、申請書に許

可相当の意見を付して申請書を県知事へ送付することになります。 

        ２５番から３０番までは関連で、産業廃棄物及び中間処理並びに最

終処分事業等を営む法人が、所有権を取得して産業廃棄物中間処理施

設へ転用する申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の一団の農地の区

域内にある第１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可です

が、不許可の例外規定の、既存の敷地面積の２分の１を超えないもの

に該当すると判断しました。 

        土地利用計画は総事業面積２万２，１７０．２９㎡、総転用面積２

万１，９６９㎡に処理施設４棟、事務所１棟、福利厚生施設１棟のほ

か、車庫、緑地帯、調整池、駐車スペースを整備する計画で、転用面積

としては妥当なものと判断されます。開発許可が必要となりますが、

開発行為事前審査回答済みで、都市計画法第３２条に基づく公共施設

の管理者との協議済みとのことです。また、都市計画法第３４条１２

号産業廃棄物処理施設の建築に該当し、許可の見込みがあることを   

に確認しております。 

        一般産業廃棄物処理施設の設置に当たっては、廃棄物の処理及び清

掃に関する法律に基づく許可が必要となりますが、当該廃棄物処理施

設の設置に係る事前協議は終了していることを、熊本市環境局資源循

環部からの通知で確認しております。 

        工事期間は令和７年６月１５日から令和１０年１１月３０日までの

予定で、許可後は速やかに着手されることを確認いたしております。

資力、信用など転用行為の確実性が認められ、また周辺農地の営農状

況に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

        ３１番は、建設業及び太陽光発電事業等を営む法人が賃借権設定に
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よる営農型太陽光発電設備のための期間満了に伴う一時転用の更新２

回目の許可申請です。農地区分は、農用地区域内にある農地で原則不

許可ですが、仮設工作物の設置の設置等の一時転用に該当し、当該利

用目的を達成する上で、当該農地を利用することが必要であると認め

られるものとして、不許可の例外の規定に該当すると判断しました。 

        土地利用計画は、引き続き下部の農地で営農を継続し、上部で太陽

光発電設備を設置し、発電事業を継続する計画です。支柱の部分等の

転用面積は０．７９９㎡、パネル直下面積は２，０７６．４５㎡です。

設備の内容は、高さ２．２ｍから２．５ｍの支柱を立て、太陽光パネル

８４０枚を設置し、遮光率は６５％との計算で、下部農地でブルーベ

リーを作付されております。 

        しかしながら、作付けする作物の生育に適した条件の日照量を確保

できる設定となっているものの、営農状況については、直近の農産物

の状況報告によると、収量は地域の平均単収の８割を満たしておらず、

昨年７月と本年１月に現地調査を実施し、営農指導をいたしておりま

す。１月の農業委員による営農指導を受けて、営農の改善計画を提出

がなされ、営農計画においては、知見を有する者の意見書を踏まえ、

今後収量の改善が見込まれると判断しますが、更新期間はその生育状

況から２年が妥当と判断しました。 

        申請地は地域計画の区域内ですが、令和６年１２月１２日の協議の

場において、地域計画の達成に支障を及ぼすおそれがないことを確認

いたしております。また、支柱を含め営農型太陽光発電設備を撤去す

るのに必要な資力を証する資金証明書に加え、事業終了時に転用実行

者の責任と費用によって当該設備を解体撤去する旨の確約書の提出が

なされています。 

        以上３１件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面共に転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま１番から３１番について地元委員よりご報告がございまし

たが、１７番は議席番号１５番の坂本委員が申請人です。農業委員会

等に関する法律第３１条第２項の規定により、議事に参与することが

できませんので、坂本委員に審議終了まで議場から退出していただき

ます。 

        坂本委員、よろしくお願いいたします。 

        （１５番 坂本修委員 退室） 
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議  長    ただいま地元委員よりご報告がございましたが、１番から３１番ま

での件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、３番と３１番は営農型太陽光発電設備への一部転用、４番か

ら２４番までと２５番から３０番までは総転用面積が各々３，０００

㎡を超えますので、申請書に許可相当として、農業会議へ意見を聴取

することといたします。 

        また、４番から２４番までは総転用面積が４ｈａを超えますので、

農業会議の意見を聴取した後、申請書に承認相当の意見を付して熊本

県知事へ送付することといたします。 

        それでは、坂本委員に入室をお願いいたします。 

        （１５番 坂本修委員 入室） 

 

議  長    次は３２番、説明をお願いします。 

 

１２番 森山哲也委員 

        １２番委員、森山です。 

        ３２番から３３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ３２番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、農地の広がりが１０ｈａ未満の農業公共施設の対象となって

いない小集団の生産性の低い第２種農地と判断されます。土地選定に

当たっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに適当な土地

がなかったため、申請地を選定されております。 

        土地利用計画は、転用面積３４０㎡に木造２階建て１棟の建築計画

で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、給排水

計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。開発許可が

必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課から開

発行為事前審査の回答書が添付されております。工事は令和８年３月

１５日までを予定されており、許可後は速やかに着手されることを確

認いたしております。 

        ３３番は、不動産売買業を営む法人が所有権移転による建築条件付

売買予定地への転用許可申請です。農地区分は、農地の広がりが１０

ｈａ未満の農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い
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第２種農地と判断されます。土地選定に当たっては、周辺で代替地の

検討もされましたが、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選

定されております。 

        土地利用計画は、転用面積９４５㎡に建築条件付売買予定地４区画

の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、

給排水計画、隣接農地への被害防除につきましては問題ありません。

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課から開発行為事前審査の回答書が添付されております。工事期間

は令和８年１２月３１日までの予定で、許可後速やかに着手されるこ

とを確認いたしております。 

        以上２件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面も協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、今

回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお願

いいたします。 

 

議  長    ただいま３２番、３３番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続いて、３４番。 

 

１１番 田中友博委員 

        １１番委員、田中です。 

        ３４番から３７番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ３４番は、介護支援事業を営む法人が、所有権移転による駐車場へ

の転用許可申請です。農地区分は、農地の広がりが１０ｈａ未満の農

業公共施設の対象となっていない小集団の生産性の低い第２種農地と

判断されます。 

        土地利用計画は、法人の駐車場として２１台分を保有していますが、

職員の増加、利用者の増加に伴い、駐車場が不足しているため、普通

車両４台分を増設する計画で転用面積としては適正なものと判断され

ます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題あ

りません。工事期間は令和７年５月３０日までを予定されており、許

可後は、速やかに着手されることを確認いたしております。 
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        ３５番は、不動産売買業を営む法人が、所有権移転による建築条件

付売買予定地への転用許可申請です。農地区分は、農地の広がりが１

０ｈａ未満の農業公共施設の対象となっていない小集団の生産性の低

い第２種農地と判断されます。土地選定にあたっては周辺で代替地の

検討もされましたが、他に適当な土地がなかったため申請地を選定さ

れております。 

        土地利用計画は、転用面積２７０㎡に建築条件付売買予定地１区画

の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、

給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。開発

許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課

からの開発行為事前審査の回答書が添付されております。工事期間は

令和８年３月３１日までを予定されており、許可後は速やかに着手さ

れることを確認いたしております。 

        ３６番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、農地の広がりが１０ｈａ未満の農業公共施設の対象となって

いない小集団の生産性の低い第２種農地と判断されます。土地選定に

あたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、他に適当な土地が

なかったため、申請地を選定されております。 

        土地利用計画は、総事業面積３５９．４７㎡、転用面積３１２．１

㎡に個人住宅木造２階建て１棟の計画で、転用面積としては適正なも

のと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除に

ついては問題ありません。開発許可が必要となりますが、集落内開発

制度指定区域内で、開発指導課からの開発行為事前審査の回答書が添

付されております。工事期間は令和７年１２月３１日までの予定で、

許可後速やかに着手されることを確認いたしております。 

        ３７番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、農地の広がりが１０ｈａ未満の農業公共施設の対象となって

いない小集団の生産性の低い第２種農地と判断されます。土地選定に

あたっては周辺での代替地の検討もされましたが、他に適当な土地が

なかったため申請地を選定されております。 

        土地利用計画は、総事業面積４３９．０５㎡、転用面積３９２㎡に

個人住宅木造２階建て１棟の計画で、転用面積としては適正なものと

判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除につい

ては問題ありません。開発許可が必要となりますが、集落内開発制度

指定区域内で、開発指導課からの開発行為事前審査の回答書が添付さ

れております。工事期間は令和７年１２月３１日までの予定で、許可

後速やかに着手されることを確認いたしております。 
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        以上４件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面を協議、検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長    ただいま３４番から３７番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        次は、３８番。 

 

２４番 上田隆幸委員 

        ２４番委員、上田です。 

        ３８番から４０番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ３８番は、不動産売買業を営む法人が所有権移転し、建築条件付売

買予定地とその附帯施設への転用許可申請です。農地区分は、市街地

化の傾向が著しい区域内の農地で、上下水管の２種類が埋設される道

路の沿道の区域です。申請地への上下水道の接続も可能です。おおむ

ね５００ｍ以内に区役所と教育施設がある第３種農地と判断されます。 

        土地利用計画は、他地目を含む総事業面積２，３４３．６７㎡、総

転用面積２，３２９㎡を建築条件付売買予定地８区画、ごみ置き場、

新設道路、後退道路、道路拡幅部分として整備される計画で、妥当な

面積と判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除

とも問題ありません。開発許可が必要となりますが、集落内開発制度

指定区域内で、開発指導課からの事前審査の回答書の写しが添付され

ております。工事期間は令和１０年４月３０日までの予定で、許可後

速やかに着手されることを確認しております。 

        ３９番は、不動産売買業を営む法人が所有権移転し、貸駐車場への

転用許可申請です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない

１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農地と判断

されます。土地の選定に当たっては周辺で代替地の検討もされました

が、ほかに適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

        土地利用計画は、総転用面積９０㎡を貸駐車場５台分として整備さ

れる計画で、妥当な面積と判断されます。資金計画、排水計画、隣接農
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地への被害防除とも問題ありません。工事期間は令和８年４月３０日

までの予定で、許可後速やかに着手されることを確認しております。 

        ４０番は、不動産売買業を営む法人が所有権移転し、建築条件付売

買予定地とその附帯施設への転用許可申請です。農地区分は、農業公

共投資の対象となっていない１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低

い農地で、第２種農地と判断されます。土地の選定に当たっては周辺

で代替地の検討もされましたが、ほかに適当な土地がなかったため、

申請地を選定されております。 

        土地利用計画は、他地目を含む総事業面積１，７９４．８６㎡、総

転用面積１，０９７㎡を建築条件付売買予定地６区画、新設道路とし

て整備される計画で、妥当な面積と判断されます。資金計画、給排水

計画、隣接農地への被害防除とも問題ありません。開発許可が必要と

なりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課へ事前審査申

出中とのことです。工事期間は令和８年４月３０日までの予定で、許

可後速やかに着手されることを確認しております。 

        以上３件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面共に転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま３８番から４０番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        次は、４１番。 

 

１７番 宮本淳一委員 

        １７番委員、宮本です。 

        ４１番から４４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ４１番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は、農地区分は、農業公共投資の対象となっていない１０ｈａ未

満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農地と判断されます。

土地選定に当たっては周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに適

当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

        土地利用計画は、申請地に木造平屋建て１棟の計画で、転用面積と
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しては適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地

への被害防除については問題ありません。開発許可が必要となります

が、集落内開発制度区域内で、開発指導課へ事前審査の申請中とのこ

とです。工事期間は令和８年３月３１日までを予定されており、許可

後速やかに着手されることを確認しております。 

        ４２番から４４番は関連で、１号議案、農地法第３条の規定に基づ

く許可申請３０番から３５番及び２号議案、事業計画変更承認申請２

番から４番と関連です。営農型太陽光発電設備の一時転用許可の申請

です。作物変更に伴う３条申請に合わせての申請で、期間は３年間と

なっております。農地区分は、１０ｈａ以上の広がりのある一団の農

地で、第１種農地と判断されます。１種農地は原則不許可ですが、仮

設工作物の設置等の一時転用に該当するため、不許可の例外規定に該

当するものと判断しました。 

        土地利用計画は、太陽光パネル１，２１２枚、パネルの高さ２．２

ｍから３．８７ｍ、遮光率７２％、発電能力３６３．６ｋｗで、支柱部

分等に当たる転用面積は１．２４㎡です。営農者は別途農地法第３条

により土地所有者と契約した法人で、太陽光発電設備の下部面積２，

４５９．８４㎡においては、ミョウガとサカキを作付する予定です。

営農計画書と営農への影響見込み及びその根拠となる関連データ、地

域の平均的な反収等の数値、九州電力との接続に関する証明書、また

知見を有する者の意見書も添付されております。 

        これまでの営農実績において基準収量に満たない期間もあり、一部

作物変更もされるため、今後も耕作状況を確認していく必要があるも

のとの協議にいたりました。よって、令和６年３月２５日付け農林水

産省農村振興局長より通知された営農型太陽光発電に係る農地転用許

可制度上の取扱いに関するガイドラインの設定について、に基づき、

期間は１年間といたします。資金計画、排水計画、隣接農地への被害

防除とも問題ありません。また、支柱を含めた営農型太陽光発電設備

を撤去するのに必要な資力を証する資金証明書に加え、事業終了等に

よる原状回復のため設備撤去をされる場合は、当該設備を解体撤去す

る旨の確約書が提出されております。 

        以上４件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面共に転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま４１番から４４番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。な

お、４２番から４４番までは営農型太陽光発電設備への一部転用です

ので、申請どおり許可相当として農業会議へ意見を聴取することとい

たします。 

        次は、４５番。 

 

２３番 牧野正治委員 

        ２３番委員、牧野です。 

        ４５番から４７番について、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ４５番は、飲食物の移動販売業、キッチンカーを営む法人が所有権

を移転し、車両置場及び関係資材置場へ転用する申請であります。農

地区分は、農業公共投資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団

の生産性の低い農地で、第２種農地と判断されます。土地の選定にあ

たっては代替地の検討もされましたが、ほかに条件に合う土地がなく、

申請地を選定されたものであります。 

        土地利用計画は、申請地４８１㎡に１．５ｔ貨物１台及び軽貨物２

台のキッチンカー、計３台と移動販売に必要な機材等を置く計画で、

転用面積は適正なものと判断いたしました。事業計画、資金証明書等

についても問題ないものと思われます。また、転用による周辺農地へ

の日照、通風等営農条件への支障も発生しないものと思われます。工

期は許可日から令和７年５月３１日までを予定されており、許可後速

やかに着手されることを確認しております。 

        ４６番は、土木工事業等を営む法人が所有権を移転し、資材置場へ

転用する申請であります。農地区分は、農業公共投資の対象となって

いない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い農地で、第２種農地と判

断されます。土地の選定にあたっては代替地の検討もされましたが、

ほかに条件に合う土地がなく、申請地を選定されたものであります。 

        土地利用計画は、申請地９３１㎡に型枠や鋼管等の土木資材置場と、

車両の回転スペースを配置する計画で、転用面積は適正なものと判断

いたします。資金証明のほか排水同意書等も添付されており、転用の

確実性も認められます。また転用による周辺農地への日照、通風等、

営農条件への支障も発生しないものと思われます。工期は許可日から

令和７年５月３１日までを予定されており、許可後速やかに着手され
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ることを確認しております。 

        ４７番は、太陽光発電事業等を営む法人が通行地役権を設定し、太

陽光発電設備の管理用通路へ転用する申請であります。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の

低い農地で、第２種農地と判断されます。土地の選定にあたっては、

申請地の隣に既に設置された太陽光発電施設の管理用道路として拡幅

するもので、今回の申請地以外に場所が確保できないため、申請地を

選定されたものであります。 

        土地利用計画は、申請地１，１３９㎡のうち１１３㎡を通路として

使用する計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。事業計画

書及び資金証明のほか、通行地役権設定契約書の写しも添付されてお

り、転用の確実性も認められます。また、転用による周辺農地への日

照、通風と営農条件への支障も発生しないものと思われます。工期は

許可日から令和７年５月３１日までを予定されており、許可後速やか

に着手されることを確認しております。 

        以上３件、先の地区委員会で現地調査を行い検討した結果、立地基

準及び一般基準を満たしており、申請は妥当なものと協議いたしまし

た。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま４５番から４７番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、第５号議案、第６号議案でございます。この件につき

ましては、事務局より内容の説明をお願いします。 

 

事務局     第５号及び第６号は関連ですので、併せて説明します。 

        まず、第５号議案、農地中間管理事業の推進に基づく農用地利用集

積等促進計画案（農地中間管理機構との所有権移転及び貸借）につい

てです。 

        一覧は、議案書２８ページの表をご確認ください。なお、令和７年

４月から農地中間管理機構との所有権移転及び貸借については、農用

地利用集積等促進計画案のみとなっておりますので、ご了承ください。 

        まず所有権移転です。明細は議案書２９ページの１番から３１ペー

ジの１４番までとなっており、熊本県農業公社への売渡しが４件、同
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じく熊本県農業公社からの買入れが１０件、面積は１４件合わせて、

田３万６，４６７㎡、畑５，４４４㎡の合計４万１，９１１㎡となって

います。 

        次に、農地中間管理機構との貸借で、明細は議案書３１ページの１

５番から９６ページの２９２番までの２７８件となっています。契約

期間別では、６年未満が３１件、１０年以上が２４７件。面積は２７

８件合わせて、田１５８万３，５２１．１㎡、畑１９万４，７８６㎡の

合計１７７万８，３０６．１㎡で、権利の種類は賃借権、使用貸借権。

利用内容は、水稲、畑作物、果樹を予定されており、このうち全てが一

括方式となっています。 

        続いて、議案第６号、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づ

く農用地利用集積等促進計画案（配分）についてです。 

        明細は、議案書９７ページの１番から３番までの３件となっていま

す。なお、議案第５号及び議案第６号の各案件については、農地中間

管理事業の推進に関する法律第１９条に基づき、市町村は農業委員会

の意見を聞くものとなっておりますので、ご確認をお願いいたします。 

        以上、説明を終わります。 

 

議  長    ただいま事務局から内容の説明がございましたとおり、第５号及び

第６号議案につきましては、農地中間管理事業の推進に関する法律第

１９条に基づき、市町村は農業委員会の意見を聞くものとなっており

ますので、併せてご確認をお願いします。 

        この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、提案どおり承認することに決定いたします。 

        続きまして、第７号議案、引き続き農業経営を行っている旨の証明

願２件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、対象農地

の耕作状況など調査結果を踏まえ、協議状況のご報告をお願いいたし

ます。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

９番 東哲治委員 

        ９番委員、東です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        １番は、第８号議案１番と関連で、租税特別措置法第７０条の４第



 

－30－ 

１項の譲与税の納税猶予継続のために必要とする証明願です。願い出

人はミカンを栽培されている農家で、対象農地は現在農地中間管理機

構へ貸し付けられておりますが、願い出の期間は適正な管理、耕作が

行われていたことを地元委員が確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において証明書の交付について何ら問

題ないものと協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたしま

す。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定します。 

        次は、２番。 

 

１３番 林田智博委員 

        １３番委員、林田です。 

        ２番は、租税特別措置法第７０条の６第１項の贈与税の納税猶予継

続のために必要とする証明願いです。願出人は、水稲、トマトを栽培

されている農家で、対象農地について、引き続き農地として適正な管

理、耕作が行われていることを地元委員が確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において証明願の交付については、何

ら問題ないものと協議しました。ご審議方、よろしくお願いいたしま

す。 

 

議  長    ただいま２番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第８号議案、引き続き特定貸付けを行っている旨の証

明願１件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、対象農

地の耕作状況など調査結果を踏まえ、協議状況のご報告をお願いいた

します。 
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        それでは、１番、お願いします。 

 

９番 東哲治委員 

        ９番委員、東です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １番は、第７号議案１番と関連で、農地中間管理機構へ貸付けした

もので、租税特別措置法第７０条の４第１項の譲与税の納税猶予継続

のために必要とする証明願です。 

        願い出人は、納税猶予を受ける対象農地１３筆を農地中間管理機構

へ適正に貸付けされていれば、納税猶予の継続も可能となっておりま

す。対象農地について継続して適正な管理、耕作が行われていること

を地元委員が確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において証明書の交付について何ら問

題ないものと協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたしま

す。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第９号議案、納税猶予に関する適格者証明願１件でご

ざいます。地元委員のご報告に当たりましては、願い出人の耕作状況

など地区委員会での調査結果を踏まえ、協議状況のご報告をお願いし

ます。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

１番 西冨大二郎委員 

        １番委員、西冨です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １番は、相続税納税猶予のための適格者証明願です。願い出人は対

象農地２筆を願い出人自ら農業経営を行っていることを地元委員が確

認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において証明書の交付については何ら

問題ないものと協議しました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 
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議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第１０号議案、土地改良法第３条による資格証明願１

件でございます。地元委員より地区委員会での協議状況のご報告をお

願いします。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

１７番 宮本淳一委員 

        １７番委員、宮本です。 

        １番について、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        １番は、県営新地ため池地区土地改良事業に伴う同意を得るに当た

り、当該同意の対象者が土地改良法第３条に規定する資格を有する旨

の証明願いです。先日地区委員会において名簿を確認し検討したとこ

ろ、全員が事業区域内にある土地の所有者等資格を有する者であるこ

とが確認できましたので、願い出どおり承認することに何ら問題ない

との協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第１１号議案、令和７年度最適化活動の目標の設定な

どについて、事務局より説明をお願いします。 

 

事務局     第１１号議案、令和７年度最適化活動の目標の設定等について説明

します。 

        配付資料別紙様式１をご確認ください。 

        まず１枚目、１、農業委員会の状況、令和７年４月１日現在につい
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てです。１、農業委員会の現在の体制については、昨年令和６年４月

に新体制となりましたので、その内容について記載しています。 

        次に、２、農家・農地の概要については、直近の農林業センサス２

０２０年になりますけども、そちらの記載内容となっております。な

お、右側の表にある認定農業者などの各経営体数については、本市農

水局から提供していただいたものになっております。また、下の表に

あります耕地面積については、農林水産関係市町村別統計の令和６年

の耕地面積１万７００ｈａを記載しておりますので、併せてご確認く

ださい。 

        それから、次に１枚目の裏面、Ⅱの最適化活動の目標です。 

        まず１の最適化活動の成果目標については、（１）農地集積の①現状

と課題、②集積目標。なお、令和７年度の集積目標、面積目標は３００

ｈａとしております。（２）遊休農地の現状と課題、②解消目標。 

        それから２枚目表のほうになりますが、（３）新規参入の参入促進の

現状と課題、目標についてはそれぞれ記載のとおりとなっています。 

        最後に、２最適化活動の活動目標です。（１）推進委員等が最適化活

動を行う目標日数は、昨年度と同じく１人当たり月１０日を目標にし

ております。なお、さきの地区委員会で説明したとおり、本年度より

本市独自の活動記録様式の見直しを行っておりますので、本年度も目

標達成に向けて皆様のご協力をお願いいたします。 

        （２）活動強化月間の設定目標は記載のとおりとなっております。

強化月間が近づきましたら改めて周知を行いますので、よろしくお願

いいたします。 

        最後に（３）新規参入相談会の参加目標については、昨年同様の内

容を記載しておりますので、ご確認のほうをお願いします。 

        以上、この目標を基に令和７年度の最適化活動を進めていきたいと

思いますので、ご確認のほうをお願いいたします。なお、本目標につ

いては本総会での承認を経て、本市ホームページへの掲載と併せて熊

本県農業会議へ提出の上、全国農業会議所のホームページにおいても

公表される予定となっております。 

        以上、簡単ですが、令和７年度最適化活動の目標の設定等について

説明を終わります。 

 

議  長    ありがとうございました。ただいま事務局説明がありましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 
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議  長    ありがとうございます。異議なしということで、提案どおり本年度

の最適化活動の目標を設定することに決定いたします。 

        次に、次第５の報告事項です。事務局より説明をお願いします。 

 

事務局     議案書のカラーページ、報告事項の一覧をご覧ください。 

        １番から６番までの合計１１２件となっております。件数のみを報

告いたします。 

        以上です。 

 

議  長    次に、次第６のその他です。まず、職員の任命について事務局より

説明をお願いいたします。 

 

事務局     それでは私のほうから、左上に職員の任命についてという１枚の用

紙を配布しておりますので、ご確認をお願いします。 

        それでは、まず退職でございますが、宮本前政策監をはじめ３名の

職員が３月３１日付けで退職しまして、同日会長より退職辞令が交付

されております。 

        次に、転出でございますが、田代西南分室長をはじめ４名の職員が、

４月１日付けで市長部局へ転出しております。こちらは表の右側にそ

れぞれ新しい所属を記載しております。 

        続いて転入でございますが、坂東主幹をはじめ７名の職員が、新た

に農業委員会事務局職員として４月１日付けで配属されました。こち

らも表の右側に前職を記載しております。 

        最後に配置替えで昇任でございますが、岡本西南分室長をはじめ４

名の職員が、４月１日付けで配置替えまたは昇任しておりますので、

ご報告いたします。 

        以上、職員の任命についてのご説明は以上でございます。 

 

議  長    次に、地域計画について事務局より説明をお願いします。 

 

事務局     最後になりますが、地域計画の策定及び公表について説明します。

先月３月２８日に農業政策課から令和６年度の地域計画策定の終了に

ついて報告がありました。併せて、熊本市ホームページにも公表がさ

れておりますので、そちらもご確認ください。なお、地域計画策定は

市内全域で、当初５４地区となっておりましたが、令和６年度の策定

済は４３地区となっております。農業委員、推進委員の皆様には地域
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計画策定に向けた地元協議への参加など、ご協力いただきまして、誠

にありがとうございました。なお、地域計画は毎年見直しを行うこと

になっておりますので、今後とも皆さんのご協力よろしくお願いいた

します。 

        以上でございます。 

 

議  長    ありがとうございました。地域計画が策定されたというよりも、地

域計画が今月からスタートでございますので、その点も併せてよろし

くお願いいたします。 

        それでは、以上をもちまして全ての案件が滞りなく終了いたしまし

た。なお、本総会において議決された案件について、その事項、字句そ

の他整理を要するものについては、会議規則第１８条の規定により、

その整理を議長に委任願いたいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしと認めます。 

        よって、本総会において議決された案件の整理については、これを

議長に委任することに決定いたしました。 

 

事務局     ありがとうございました。 

        それでは、これにて閉会いたします。 

        なお、次回の総会は連休明けになりますので、１日後ろにずらさせ

ていただいて、５月９日金曜日に開催させていただきます。場所は国

際交流会館の第３会議室になりますので、またよろしくお願いいたし

ます。 

        大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

  閉  会 午後 ４時 ４０分 
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会議の顛末、以上のとおり相違ありません。 

 

令和７年４月８日 

  

 

議  長     福 𠩤 幸 一 

 

 

署名委員     西 村 清 敏 
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